




東洋刄物㈱(5964) 平成30年３月期第３四半期決算短信

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… P2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… P2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… P2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… P2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… P3

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… P3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… P5

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… P7

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… P7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… P7

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… P7

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………… P8

決算短信（宝印刷） 2018年02月08日 16時41分 1ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）

－1－



東洋刄物㈱(5964) 平成30年３月期第３四半期決算短信

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な雇用・所得情勢を背景に、企業収益の回復基調は継続し、

設備投資も底堅く、個人消費も改善するなか推移いたしました。海外経済は、中国の過剰設備・債務の調整による減

速傾向はあるものの、インフラ等の投資への財政下支えにより限定的となる見通しであり、米国やユーロ圏では、民

間需要に支えられ個人消費は堅調さを維持している状況から、総じて回復基調は継続していると判断されておりま

す。

当社グループにおきましては、旺盛なIT関連業種の需要を継続して取り込み、主力の情報産業用刃物の好調な受注

が牽引し、製紙パルプ用刃物、その他に分類される刃物関連も堅調でありました。鉄鋼用刃物や産業用機械及び部品

も昨年同四半期と同水準にて推移し、緑化造園の減少はあったものの、当第３四半期連結累計期間における売上高は、

38億82百万円（前年同四半期比4.2％増）となりました。損益面におきましては、情報産業用刃物を主とした品種構成

による改善に加え、継続して業務改善活動を推進するなかで各種経費の削減に一定の効果があり、営業利益2億41百万

円（前年同四半期比15.0％増）、シンジケートローンにかかる費用の減少もあり、経常利益２億１百万円（前年同四

半期比40.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益１億61百万円（前年同四半期比31.7％増）となりました。

ア）機械刃物及び機械・部品

　当セグメントにおきましては、主力の情報産業用刃物は好調に推移し、製紙パルプ用刃物、その他に分類される刃

物関連も堅調であり、鉄鋼用刃物や産業用機械及び部品も昨年同四半期と同水準を維持した結果、売上高35億66百万

円（前年同四半期比8.3％増）、セグメント利益4億87百万円（前年同四半期比14.8％増）となりました。

イ）緑化造園

当セグメントにおきましては、管理業務は継続して堅調に推移しているものの、造園工事関連の大口案件の減少に

よる影響が大きく、売上高３億16百万円（前年同四半期比27.2％減）となり、セグメント利益は15百万円（前年同四

半期比67.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.0％増加し、45億63百万円となりました。これは主として受取手形及び売

掛金の増加などによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、19億52百万円となりました。これは主として市場価格上昇に

伴う投資有価証券の増加などによるものです。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.2％増加し、65億16百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.6％増加し、28億５百万円となりました。これは主として支払手形及び買

掛金の増加などによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.6％減少し、19億82百万円となりました。これは主として長期借入金の減

少などによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.03％減少し、47億87百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて13.4％増加し、17億28百万円となりました。これは主として親会社株主

に帰属する四半期純利益計上などによる利益剰余金の増加などによるものです。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月12日発表の通期の業績予想に変更はありません。

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確定な要因に係る仮

定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,947 1,847

受取手形及び売掛金 1,120 1,246

電子記録債権 338 439

製品 173 237

仕掛品 393 323

原材料及び貯蔵品 301 343

繰延税金資産 95 81

その他 21 46

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 4,390 4,563

固定資産

有形固定資産 1,403 1,381

無形固定資産 7 14

投資その他の資産

投資その他の資産 525 573

貸倒引当金 △12 △16

投資その他の資産合計 512 556

固定資産合計 1,924 1,952

資産合計 6,314 6,516

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 588 680

短期借入金 1,708 1,697

未払法人税等 31 9

賞与引当金 79 37

その他 324 381

流動負債合計 2,733 2,805

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 200 200

長期借入金 860 775

繰延税金負債 19 32

退職給付に係る負債 919 924

役員退職慰労引当金 19 20

環境対策引当金 19 19

その他 15 9

固定負債合計 2,055 1,982

負債合計 4,789 4,787
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500 500

資本剰余金 354 354

利益剰余金 741 902

自己株式 △31 △31

株主資本合計 1,564 1,725

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79 108

為替換算調整勘定 13 17

退職給付に係る調整累計額 △135 △125

その他の包括利益累計額合計 △42 0

非支配株主持分 2 2

純資産合計 1,524 1,728

負債純資産合計 6,314 6,516
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 3,725 3,882

売上原価 2,715 2,777

売上総利益 1,009 1,104

販売費及び一般管理費 800 863

営業利益 209 241

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 5 5

持分法による投資利益 1 3

固定資産賃貸収入 6 5

その他 14 6

営業外収益合計 29 23

営業外費用

支払利息 47 36

シンジケートローン手数料 24 14

その他 24 12

営業外費用合計 95 63

経常利益 142 201

特別損失

投資有価証券売却損 - 0

特別損失合計 - 0

税金等調整前四半期純利益 142 200

法人税、住民税及び事業税 22 25

法人税等調整額 △2 14

法人税等合計 20 39

四半期純利益 122 161

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 122 161
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 122 161

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27 28

為替換算調整勘定 △21 1

退職給付に係る調整額 17 10

持分法適用会社に対する持分相当額 △20 2

その他の包括利益合計 2 42

四半期包括利益 125 203

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 125 203

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

機械刃物及び機械・部品 緑化造園 計

売上高

外部顧客への売上高 3,291 433 3,725

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― 0 0

計 3,291 433 3,725

セグメント利益 424 46 471

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 471

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △261

四半期連結損益計算書の営業利益 209

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

機械刃物及び機械・部品 緑化造園 計

売上高

外部顧客への売上高 3,566 315 3,882

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― 1 1

計 3,566 316 3,883

セグメント利益 487 15 502

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 502

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △262

四半期連結損益計算書の営業利益 241

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

（重要な後発事象）

当社は、保有資産の有効活用を図るため、保有する投資有価証券の一部を平成30年２月８日に売却しました。こ

れに伴い、平成30年３月期決算において、上記に係る投資有価証券売却益36百万円を特別利益に計上する予定であ

ります。
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